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理科の見方・考え方を効果的に働かせ,粘り強く探究しようとする生徒の育成 

〜「対話的で深い学び」の視点を取り入れたアジャイル型授業改善を通して〜 
島根県 浜田市立三隅中学校 教諭 寺田 昇平 

１ 研究の動機 

自然の事物・現象に進んで関わり,科学的に探究しようとする力は,見通しをもって粘り強く取り組み,自己の学習を振り返って

次につなげる「主体的な学び」によって生まれる。また,理科の見方・考え方についてバランスよく単元構成に授業者が取り入れ

ることで,学習者が継続的に自らの思考を改善し,他者との関わりの中で理解を深め,視野を広げる。本研究では,生徒の実態を

踏まえ,学校教育目標に沿った研究を行うことで目指す生徒像へと向かっていくことができると考えた。根拠を以下に示すことと

する。 

【学校教育目標】 
自ら学び 共に歩み よりよい未来を創造する生徒の育成 

【目指す生徒像】                           【校内研究主題】 
対話的に学び仲間と協働する生徒        自他を尊重し,粘り強く課題解決に取り組む生徒の育成 

 
【学校や生徒の実態】 
県学力調査結果と学習アンケートより抜粋した（○強み△弱み） 
○実験に対して意欲的に活動する生徒が多い 
○話し合い活動が好きな生徒は多い 
△難しい課題に直面した際に,諦めずに様々な方法を試し,調べようとする生徒が少ない 
△友だちに認められていると感じている生徒が少ない 
△家庭時間のセルフコントロールに課題が多い 
（特に３年生はメディア接触時間が長く,家庭学習時間が短い） 
△自己肯定感が低い 
△自ら課題を見つけ,解決しようとする力が弱い 

△振り返って,次につながるような学習ができていない 

２ 研究の目的 

中学理科の教科性を活かし,見方（７項目）・考え方（４項目）に働きかけていくことで, 

自然の事物・現象を科学的に探究していく資質・能力を育成していく。 

 
 
 
 
 
 

 

３ 研究仮説 

生徒の見方・考え方が生かされるよう対話的な学びを取り入れた単元構成を行い,・・・（※1） 

OPPAを活用し,自己評価による自身の変容に気付けば,・・・（※2） 

科学的に探究しようとする態度が育つだろう。 

４ 研究（実践）方法と検証方法 

実践方法（計画） ※適宜授業評価を行う 

 

 

 

 

検証方法 

（ア）ワークシートの記述や観察に基づく授業記録 

（イ）OPPAによる,単元の前後や授業ごとの自己評価の変化 

（ウ）学習アンケート（５月・12月）や学力調査・意識調査等の比較 

○中学理科の見方について 
①量的・関係的  ②質的・実体的 
③共通性・多様性 ④時間的・空間的 
⑤原因と結果   ⑥マクロ・ミクロ 
⑦定性・定量的 

 

○中学理科の考え方について 
①比較する 
②関係付ける 
③条件制御 
④多面的に考える 

 

６ 実践の成果と課題 

目指す姿 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

学習

アンケート

年間指導

の見直し
教材研究

研究授業

①
授業改善

全国学力

調査の

結果分析

研究授業

②
授業改善

学習

アンケート

研究の

考察

5月30日 → → 7月14日 → → 11月30日 → 12月13日 年内

キーワード 

粘り強さ 

対   話 

振り返り 

深い学び 

当日資料：発表詳細資料 
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５ 授業実践 

（1）「生徒の見方・考え方が生かされるよう対話的な学びを取り入れた単元構成を行い,」について 

単元構成 

 学習アンケートから得られた課題（上記参照）から,「実験が好き」,「話し合

いが得意」であるメリットを生かしつつ,協調学習「知識構成型ジグソー法」

を単元のどこに配置するとより効果的か検証した。理科の見方・考え方をバ

ランスよく配置し,学習者に身につけさせたい資質・能力を明確にするため右

図のようなシートを作成した。単元４ 地球と宇宙では,単元の導入として実

施した。単元３ 運動とエネルギーでは,単元の中間地点で実施した。単元２ 

生命の連続性では,単元のまとめとしてジグソー授業を実施した。 

（２）「OPPAを活用し,自己評価による自身の変容に気付けば,」について 

一枚ポートフォリオ評価法（OPPA） 

 OPPAでは,次の４つの項目について生徒にまとめさせた。単元の始めと終

わりに「単元を貫く問い」を考察させた。毎授業の終わり（２分程度）で「印

象に残った授業内容」,「疑問に思ったことやもっと深く知りたいこと」,「積極

的に授業に参加できたか（５段階）」について学習者に記入させた。生徒の

疑問や知的好奇心を基に,次時の授業課題を生徒の実態に応じたものへと

変更するなど,授業改善を行った。このOPPAでは,学習評価項目「主体的に

学習に取り組む態度」の「①粘り強い取組を行おうとする側面」と「②自らの

学習を調整しようとする側面」を見取ることとした。 

知識構成型ジグソー法 

同形式のワークシートで各単元同様に計画や実践を進めた。具体的に

は,授業デザインを事前に学習司書と共有し,メイン課題へ迫るエキスパー

ト課題や資料についての意見を多面的に意見交換した。図書館資料を事

前に集め,エキスパート資料の作成を学校司書が行い,全体の授業ワーク

シートは授業者が作成するなど,準備を分担した。図書館活用することで,

授業者の授業準備の負担が減ることもメリットの一つである。単元ごとに

１回ずつ,このような図書館活用した知識構成型ジグソー法を実践した。

単元２ 生命の連続性では,外来生物についての研究授業を行った。「共

通性・多様性」（見方）と「多面的に考える」（考え方）を組み合わせ,外来生物を例に,生命の連続性が保たれていること

や多様な生物の種類が生じてきたことについて認識を深め,生命を尊重する態度を身に付けさせた。メイン課題「そもそも

外来種は排除すべきか？〜自分の考えをスケールで表現しよう〜」を設定し,答えが１つではないものとした。遺伝は継承

（内発的な要因）と多様性（外発的な要因）の両面があることをこの後の授業で扱い,現在の生態系は絶妙なバランスで

繋がっていることを,認識させる工夫をした。自分の考えを整理しやすくなる支援を行い,授業前後の考えを比較できるワー

クシートを作成した。また,単元４ 地球と宇宙では,太陽系の天体についての研究授業を行った。浜田市教研理科部の協

力を得て,単元の導入で扱うこととした。本時では,「時間的・空間的」（見方）と「多面的に考える」（考え方）を組み合わ

せた。メイン課題「地球以外の惑星に,生命が存在する可能性は何％か？〜７つの惑星を並び替えて,スケールで表現しよ

う〜」を設定した。地球外生命体を例に,科学技術が発展した現在においても不明な箇所が「宇宙」には数多くあることを

認識させ,生命や宇宙に関する事物・事象について進んで関わり,それらの事物・現象の理解が深まることによって新たな

問題を見出そうとする態度を身に付けさせた。また,授業のなかで「まなボード」を活用し,エキスパート資料の上にホワイト

ボードマーカーで要点や関係性を書きださせるなど,思考を深める時間を設けた。考えることが困難な生徒には思考ツー

ルを適宜個別に与え,ジグソー活動の質が上がるように促した。 

単元２　生命の連続性

章 節 小単元名 次数 展開 見方 考え方 メイン課題 OPPA
遺伝

プリント 予定日

① 講義型 共通的・多様性な視点 多面的に考える なぜ遺伝学を学ぶのか？ Before 1 6月17日

② 観察1 部分と全体の視点 比較する 生物が成長するとき、細胞はどのように変化するのだろうか？ 2 6月20日

③ グループ活動 部分と全体の視点 関係づける 細胞分裂の過程は？ 6月21日

④ グループ活動 部分と全体の視点 関係づける 細胞分裂が行われる部分は？染色体の役目とは？ 6月23日

第２節 無性生殖 ⑤ プチジグソー 共通的・多様性な視点 多面的に考える 紅ほっぺは、なぜ安定して生産できるのはどうしてだろうか？ 2 4 6月24日

第３節 有性生殖 ⑥ 観察2 共通的・多様性な視点 条件を制御する ポーチュラカの花粉から花粉管の伸長を顕微鏡で観察しよう！ 3 5 6月27日

第４節 染色体の受け継がれ方 ⑦ 講義型 共通的・多様性な視点 関係づける どのように染色体は受け継がれていくのだろうか？ 4 6 6月28日

⑧ 講義型 共通的・多様性な視点 条件を制御する 親の形質は、どのようにして子や孫に受け継がれるだろうか？ 5 7 6月29日

⑨ グループ活動 原因と結果の視点 多面的に考える メンデルの実験をトランプで確かめてみよう！ 6 8 7月4日

第１節 生物の歴史 ⑩ 講義型 共通的・多様性な視点 比較する 現在みられる生物のなかまは、いつ現れたのだろうか？ 7 9 7月5日

第２節 水中から陸上へ ⑪ プチジグソー 共通的・多様性な視点 関係づける どうして、海から陸・空へ生活の拠点を変更したのか？ 8 10 7月6日

第３節 さまざまな進化の証拠 ⑫ 講義型 共通的・多様性な視点 比較する 始祖鳥は、何類か？ 9 11 7月7日

⑬ グループ 共通的・多様性な視点 関係づける 「クジラ」は進化したとなぜ言えるのか？ - 12 7月11日

⑭ 講義型 共通的・多様性な視点 関係づける 進化と地球上の生物の多様性には、どのような関係があるのか？ 10 13 7月12日

⑮ ジグソー 共通的・多様性な視点 多面的に考える そもそも外来種は排除すべきか？エキスパート編 7月13日

⑯ ジグソー 共通的・多様性な視点 多面的に考える そもそも外来種は排除すべきか？ジグソー・クロストーク編 7月14日

第２節 遺伝子の本体 ⑰ 講義型 質的・実体的な視点 関係づける 遺伝子とは、どのようなものだろうか？ 12 15 7月15日

第３節 遺伝子やDNAに関する研究成果の活用 ⑱ レポート 共通的・多様性な視点 関係づける 遺伝子やDNAを扱う技術を活用した例を１つあげなさい。 - 16 7月19日

⑲ 発展課題 共通的・多様性な視点 関係づける F1スイカ　品種：銀河のなぞ（パフォーマンス課題） After 17 8月29日

単元構想シート

第１節 生物の成長と細胞の変化

1

3

章末　【　遺伝学を学び続ける理由　】

第１章
生物の
成長と
生殖

単元５地球と私たちの未来のために
　第２章自然環境の調査と保全
　　第２節人間による活動と自然環境

1411

第４節 進化と多様性

第３章
生物の
多様性
と進化

第２章遺
伝の規則
性と遺伝

子

第１節 遺伝の規則性

第２章遺
伝の規則
性と遺伝

子
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６ 実践の成果と課題 

「理科の見方・考え方を効果的に働かせ ,粘り強く探究しようとする生徒の育成」の実現へ向けて実践を行った結果 ,以下のように成果と課題を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ア）ワークシートの記述や観察に基づく授業記録 

右円グラフのように,授業前後で考えが変わった生徒は,単元２（７月）では 75％,単元４

（１１月）では 78％となった。これらを比較すると,ほぼ変わらなかった。また,授業前後の変

化がなかった生徒を比較すると,２回とも同じ生徒であることが分かった。平均して,授業前

後で４人に３人の割合で思考の変容が見られた。これは,理科の見方（単元による）・考え

方（ジグソーの場合：多面的に考える）を単元全体に意図的に組み込むことで,他者の意

見を取り入れ,自分の考えとして表現することができたのではないかと考えられる。 

 また,授業前の考えを,授業後に反転した生徒が,単元２では 17％に対し,単元４では

25％になっている。授業に関するアンケート調査（ウ参照）「まわりの人の考えを参考にし

て,自分の考えを見直し,考えを深めていますか」の肯定的項目が,5月 79％に対し,12月

92％へ上がっている。このことから,協調学習を計画的に行っていくことで,自分の考えを客

観的に捉え,他者の意見を取り入れることで,深い学びにつながっていくことがわかった。以上により,理科の見方・考え方を効果

的に働かせるために,知識構成型ジグソー法を計画的に入れることは,一定の効果があると考える。 

（イ）OPPAによる,単元の前後や授業ごとの自己評価の変化 

 

 

 

 

 

３つの単元（生物分野・物理分野・地学分野）で OPPA を実践し,「積極的に授業に参加できたか（５段階）」を集計し

た。単元２では,ジグソー法の授業（4.54）が最も高かった。一番値が低かったのが導入の授業（平均 4.00）だった。さら

に単元 3-４では,OPPA の「授業を通して,新しく出た疑問やもっと知りたいこと」の記述から,生徒の「生の声」を授業に

取り入れた。授業展開を工夫することによって,「①粘り強い取組を行おうとする側面」と「②自らの学習を調整しようとする

側面」の相乗効果をねらった。同じ講義型授業でも,ジグソー前後で比較するとジグソー後の方が高くなることが分かった。

これは,ジグソー法により興味関心が高められ,自己の思考の変容を比較し,「②自らの学習を調整しようとする側面」が見

られたからではないかと考える。 

単元ごとに全体平均値を出すと,単元２=4.32 単元３=4.43 単元４=4.50 となった。「積極的に授業に参加できたか

（５段階）」の値が徐々に高まっていることがわかる。ジグソー法を単元のできるだけ早い段階に設定し,関心意欲が高まっ

た状態で,OPPA により集められた生徒の生の声を授業に取り入れることで,単元を通しての意欲向上につながることが

分かった。以上により,OPPA を活用し,自己評価による自身の変容に気付くことで,学習意欲の向上につながり,科学的に

探究しようとする態度が育つと考える。 

授業回 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 Ave.

生物分野 4.00 4.52 4.33 4.33 4.08 4.30 4.38 4.30 4.33 4.29 4.54 4.38 4.32

授業形態 講義型 プチジグソー 観察 講義型 講義型 グループ活動 講義型 プチジグソー 講義型 講義型 ジグソー 講義型

物理分野 4.55 4.45 4.27 4.43 4.68 4.45 4.43 4.35 4.32 4.29 4.48 4.53 4.35 4.42 4.43

授業形態 グループ活動 講義型 講義型 演習型 ジグソー グループ活動 講義型 グループ活動 講義型 グループ活動 講義型 グループ活動 講義型 演習型

地学分野 4.57 4.50 4.63 4.41 4.56 4.52 4.41 4.53 4.35 4.52 4.62 4.54 4.38 4.41 4.50

授業形態 ジグソー グループ活動 講義型 講義型 演習型 実習 講義型 グループ活動 講義型 プチジグソー グループ活動 プチジグソー 講義型 演習型

学習前の考え 

40％ 

（大切な命だから） 

学習後の考え 

短期 30％ 

中期 50％ 

長期 70％ 

（全部は排除してほしくない） 

学習前の考え 

70％ 

（理由なし） 

学習後の考え 

20％ 

（外来種の立場にな

って…中略…同じ生

き物なので平等に） 

反 

転 
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（ウ）学習アンケート（５月・12月）や学力調査・意識調査等の比較 

 

 

 

 

 

 本校研究部と協力し,５月と１２月の学習アンケートを比較した。上記グラフにある７項目のうち,５項目（3.対話的・深い学び 4.

自己有用感 5.調べる力 6.学習の工夫 7.普段の生活・学習）で,肯定的解答の増加が見られた。特に,「7.普段の生活や勉

強の仕方を見直したり,工夫したりしていますか？」の肯定的回答が５月 60％に対して,１２月 79％になり,19％向上した。また,

「4.自分の意見がグループや全体の意見に取り入れられたと感じることがありますか？」の肯定的回答が５月 79％に対して,１２

月 89％になり,10％向上した。 

 結 論（ア）～（ウ）から, 

 

  

 

 

 

 したがって,本校生徒のような実態がある場合,知識構成型ジグソー法を

計画的に取り入れることが有効であると考える。また,OPPAを活用するこ

とで,それぞれの生徒の学習到達点をすぐに把握することができ,単元構

成を基にした授業改善を進めることができる。OPPAを学習評価項目「主

体的に学習に取り組む態度」の判断材料としても利用した。その際,3×3

ルーブリック（第69回全中理三重大会：都中理学習指導・評価委員会）

を活用した。授業記録の欄を,一単元を通して,毎授業後に記入ではなく,

１０回に固定し,改良した。生徒にも授業者にもわかりやすい評価となった。 

最初はぎこちなく,ジグソーの型にはまるまでには時間が掛かってい

たが,生徒が慣れてくると,「早く話し合いたい」など訴えてくることも多々あ

った。「理科の授業で印象に残っているものは？」の問いかけにも,ジグソ

ーの授業と答える生徒も多い。授業者が多くを語らずしても,自ら意欲的に

調べ,友だちと協力し,探求しようとする態度が見られる。これこそが,授業

者として感じる「手ごたえ」であり,理科教育のプロとしてのスキルだと感じ

ることができた。型のもつ強みを最大限に生かし,生徒の生の声を授業に

反映させるループ（アジャイル型）を回すことで,生徒の科学的に探究しよ

うとする態度をさらに育んでいきたい。 
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「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 国立教育政策研究所 

令和 4年度全国学力・学習状況調査報告書 国立教育政策研究所 

中学校学習指導要領 中学校学習指導要領解説 文部科学省 

授業を磨く 東洋館出版社 田村学 

中学校理科「主体的に学習に取り組む態度」の学習評価完全ガイドブック 明治図書 山口晃弘 

中学校理科指導スキル大全-70 TEACHING SKILLS- 明治図書 山口晃弘 

「主体的学び」につなげる評価と学習方法 カナダで実践される ICEモデル 東信堂 Sue Fostaty Young・Robert J.Wiison 

３年生

授業

アンケート

ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ

５月 18 71 8 3 26 66 5 3 29 50 18 3 21 58 18 3 29 47 16 8 21 50 24 5 26 34 32 8

肯定（青）

１２月 32 55 11 3 29 63 5 3 42 50 5 3 18 71 8 3 37 50 11 3 24 63 11 3 32 47 18 3

肯定（青）

差

評価 ◎ ◎ ◎△ - ◎ ◎

19 -19-2 3 0 0 13 -13 10 -10 11 -10 16 -15

7.勉強の仕方を見直し、工

夫したか

89 11 92 8 79 21 79 21 76

1.めあてを意識して学習し

たか

2.最後まで聞木、自分の意

見を伝えたか

3.周りの意見を参考に自分

の考えを見直し、考えを

深めたか

4.自分の意見がグループや

全体に取り入れられたか

5.進んで調べ、質問したか 6.やり方を考えたり試した

りしたか

87 14 92 8 92

24 71 29 60 40

14 79 218 89 11 87 14 87

△自己肯定感が低い 

△自ら課題を見つけ,解決しようとする力が弱い 

△振り返って,次につながるような学習ができていない 

単元の導入で 

知識構成型ジグソー法 

を取り入れる！ 

有効 

自らの学習を振り返っていな

い。

授業の内容を踏まえて発展的か

つ新たな疑問や課題を設定して

いる。

毎回の授業で、自らの学習を振

り返っている。

授業の内容を踏まえて発展的か

つ新たな疑問や課題を設定して

いる。

毎回の授業で、自らの学習を振

り返っていて、その内容を具体

的に示すことができている。

授業の内容を踏まえて発展的か

つ新たな疑問や課題を設定して

いる。

自らの学習を振り返っていな

い。

授業の内容を踏まえて新たな疑

問や課題を設定している。

毎回の授業で、自らの学習を振

り返っている。

授業の内容を踏まえて新たな疑

問や課題を設定している。

毎回の授業で、自らの学習を振

り返っていて、その内容を具体

的に示すことができている。

授業の内容を踏まえて新たな疑

問や課題を設定している。

自らの学習を振り返っていな

い。

新たな疑問や課題を設定してい

ない。

毎回の授業で、自らの学習を振

り返っている。

新たな疑問や課題を設定してい

ない。

毎回の授業で、自らの学習を振

り返っていて、その内容を具体

的に示すことができている。

新たな疑問や課題を設定してい

ない。

②

自

ら

の

学

習

を

調

整

し

よ

う

と

す

る

側

面

①知識および技能を獲得し、思考力・判断力・表現力等を身につけることに向けた粘り強い取組を行おうとする側面

OPPA(単元 1の取組と変容) 

3×3ルーブリック（都中理） 


